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瓜 平成10年 度 教育研究員(特 別活動)共 通研究主題

一人一人のよさや可能性が生 きる集団活動を通 して,

児童の自主的 ・実践的な態度を育てる指導の工夫
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〈要 約 〉

騰
望 ましい集団活動を通 して,児 童一人一人が 自分 のよさや可能性が発揮で きる

にす るとと もに,友 達のよさを認 め合え る場 を確保 し,学 級生活や学校生活を さらに向上

せよ うとす る自主的 ・実践的 な態度 を育成 することが必要である。 そこで本年度 は上記の共

通研究主題 を設定 し,児 童の側 に立っ 指導の工夫を探 ることに した。

研究を進 あるに当たっては,4っ の分科会 を構成 した。各分科会で は,特 別活動実践上の課

題 を踏 まえ,児 童の学ぶ姿勢 をとらえなが ら指導の工夫 について研究 した。
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1研 究 の 大 要

共通研究主題

一人一人のよさや可能性が生 きる集団活動を通 して,

児童の自主的 ・実践的な態度を育てる指導の工夫

今 日の科学技術 の急激 な進歩 に加え,核 家族化,少 子 化,地 域社会 の連帯感 の希 薄化 な どの

現象 が進 んでいる中,学 校 においては学校週5日 制の時代 を間近 に迎 え,学 校教育 の在 り方 そ

の ものが問 われるよ うにな って きた。

社会 の変化 は,子 どもの生活 において,人 間関係が希薄 にな った り,体 験を通 した活動 が不

足 した りす る結果 を招 き,子 ど もたちの もの の見方や考 え方 にも大 きな影響 を及 ぼ してい る。

教育課程審議会 「審議 のま とめ」 の特別活動 の現状 と課題 に も 「学級活動で は,教 師の指導

の下 で は活発 に活動 す るが,児 童生徒 が 自主 的に集団生活上 の問題 を解決す るなどの点 におい

て は必ず しも十分 で はない。」「児童生徒 の人 間関係 や連帯感,集 団 の一員 として の自覚や責任

感の希薄化,体 験 不足が問題 にな る中で,家 庭 や地域 との連携 を図 りなが ら,自 然体験 や地域

の人々 との幅広 い交流な ど社会体験等 を充実 す る必要が ある。」 とあ る。

特別活動部会で は,望 ま しい集団活動 を通 して,一 人一人 が 自分 のよさや可能性 を発揮 で き

るよ うにす るとと もに,友 達 よさをみ とめ合 い,自 分 たちの力で学級生活 や学校生活 の充実 と

向上 を目指 そ うとす る自主的 ・実践的 な態度 を育成す ることが課題 であ ると考 え,本 研究主題

を設定 した。

以上 の ことか ら,本 年度 は,下 記の ことに重点 をおいて研究 を進 め ることに した。

・子 ど も一人一人が 問題意識 を もちなが ら活動 に取 り組む ことで,一 人一人の よさや可能性 に

気付 き,創 造力 を発揮 で きるよ うな場の設定や指導,評 価の在 り方 を工夫 す ること。

・望 ま しい集団活動 を通 して,互 いのよさを認 め合 い,高 め合 って い くことがで きる入間関係

を育成 す ること。

・一人 一人の個性 を生 か しなが ら,役 割 を分担 して活動 で きる場 を確保 し,子 ど もたちの自己

実現 への支援 の在 り方 を追求す る こと。

・意図的,計 画的な指導 の下 に,活 動 内容 を厳選す ること。

なお,研 究 を進め るに当た って,各 分科会 は次 の ような研究主題 を設定 し,共 通主題 に迫 る

ことに した。

・学級活動低学年分科会

お もいき りや ってみ よ う みんなで学級活動

一 ひび きあ う集団活動 の指導 の工夫 一

・学級活動 中学年分科会

「みん なで活 動す ることって楽 しいな」 と思 え る学級活動 を目指 して

・学級活動高学年分科会 み とめ合 い ・かかわ り合い,み んなで高 ま り合 う学級 活動

・児童会活動分科会

かかわ り合 う喜 びの もてる児童会活動 一 代表委員会活動へ の支援 の工夫
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]1お も い き りや って み よ う み ん な で学 級 活 動

一 ひびき合う集団活動の指導の工夫 一

(学級活動低学年分科会)

1主 題設定 の理 由

低学年 とい う時期 は,発 達段 階か らみ ると集 団活動 の基礎 を築 く大切 な時期 であ る。 子 ど

もたちはあ らゆ ることに興 味を示 し,意 欲 的 に活動 して い くよ うにな る。 したが って,あ た

たかい人 間関係 の触 れ合 いを通 して,集 団活動 の楽 しさを体験 し,自 主的,実 践 的 な態度の

基礎 を養 うことが重要 であ る。

しか し,現 在 の子 どもをみ ると,自 分 の思 い通 りにな らないと暴 れ る,わ が ままな言動 を

とるな どの 自己中心 的な行為 を示す ことが多 い。 また,兄 弟姉 妹や友達 との切磋琢磨が少 な

い,友 達 との トラブルを 自己修復で きない など,子 ども同士の人間関係 を調整す る能力が低

下 してい るとい う問題点 があ げ られ る。

新学習指導要 領案 において重 視 されて い る点 と して,「 家庭 や地域 との連携 を図 りなが ら

多面的 に児童 を育て る。」「体験を豊富 に し,児 童の 自発的,自 治的な活動 を一層活発 にす る。」

があ げ られてい る。

そ こで,低 学年分科 会で は,研 究を進あ るに当 た って,目 指す児童像 にっ いて以下 のよ う

に考えた。

目指 す 児童 像

1.人 の話 しを聞 き入 れ られ る子

2.自 分 の や って み た い こ とを表 現 で きる子

3.み ん な と一 緒 に活 動 で きる子

4.ま た や って み よ う とい う意 欲 が もて る子

そのためには,ま ず,友 達 の意見 を素直 に聞 いた り,自 分 の考 えを素 直に表現 で きた りす

るよ うに指導 を工夫す る ことが大切 である と考 えた。 そ して,何 で も聞 き ・話 し合 え る活動

を繰 り返 し行 うこ とによ って,互 いに認 め合 え る子 ど もを育 てたい と考 えた。 さらに,い っ

で も,だ れ とで もで きる活動 を通 して,喜 びや感動 を共 有で きた時,「 また い っしょにや っ

て みよ う」 とい うあたたか い人間関係が育っ と考え,本 主題 を設定 した。

○ ○ さん の 考 え も

い いね。 (
〇
二・
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み ん な で い っ し ょに

や って み よ うよ! 湖
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ね え,み ん な。

こ ん な こ と も や っ

て み た い な。

楽 しか った!

ま た い っ し ょに

や って み よ うよ!
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ま た,本 分科 会 で は,研 究 主題 にあ る 「お もい き り」,「 み ん な で」,「 ひ び きあ う」 を以 下

の よ う に と らえ,主 題 に迫 った。

〔研究主題の と らえか た〕

お もい き り

・自分 の一 番 得 意 な方 法 で 表 現 す る。

(自 分 な りの表 現)

・考 え よ う,言 って み よ う,や って み よ

う と,失 敗 を恐 れ ず に チ ャ レ ン ジ しよ

う とす る。(自 分 の可 能 性 の 発揮)

・い っ で も,ど こで も,だ れ とで も活 動

す る。(場 の 広 が り)

み んなで

・友達 の話を最後 まで聞 く。

(受 け入 れる こと)

・自分 の考えを素 直 に話 す。

(素 直=本 音 を出せ る)

(何 で も言 え る雰囲気)

・共 に活動す ることの楽 しさを体験 する。

(体 験の共有化)

ひびきあ う集団活動

・お互 いを知 り,お 互 いのよ さが分 か る。(よ さの認め合 い)

・協 力 した り,助 け合 った りす る活動 を通 して,感 動 を共有す る。

(心 の通 い合 う活動)

・よ りよい活動を共 に目指す。(活 動 の振 り返 り)

↓

○○ さん の

考 え もいいね。

集 団活動 を通 して育 てたい力

自主 的,自 発的 に行動 し,集 団 の一員 として他 とかかわ

り合 いなが ら,社 会性 を身 に付 ける。

ね えみ ん な。

こんな こともや っ

て み た いな。

み ん な で

一 緒 にや って

み よ う!

楽 しか った!

ま た一 緒 に や っ

て み よ うよ!
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2研 究仮説と研究の視点

研 究 仮 説

一 人 一 人 の 思 い を聞 き ・話 し合 え る活 動 と
,い つ で も ・ど こで も ・だ れ とで もで き る活

動 を工 夫 す れ ば,ひ び きあ う集 団 に な り,「 や って よ か っ た。」 「ま た い っ し ょに や って み

よ う。」 とい うあ た た か い人 間関 係 が 育 つ で あ ろ う。

〔視点1〕 一人一人 の思 いを聞 き ・話 し合

え る活動 の工夫

①思 いを受 け止 める場の工夫

・小集団で の話合 いの時間 の設定

・議題集 あの工夫(カ ー ド,日 記 など)

・学級活動 コーナーの充実

・子 ど も同士 の教 え合 い

・座席 の配置 の工夫

・子 どものふ れあいの時間 の確保

②互 いのよさを気付かせ るための工夫

・子 どものっ ぶや きに対す る教 師の気付 き

・日常生活 の中でのよさの認 め合 い

・活動後 の振 り返 り

・朝 ・帰 りの会,学 習 時の認 あ合 いの時間

の確保

矯喫
〔小集団 による話 合 い〕

い っ で も ・ど こ で も ・だ れ とで

もで きる活 動 の工 夫

① 広が りの場 の設 定

・場所や人間関係 など,

が る工夫

楽 しさの体験が広

広が りの場 とは

異年齢集団の活動

他教科 ・領域 と関連 した活動

ボランテ ィア活動

地域社会 と関連 した活動

学年間の交流活動

②興味 ・関心 ・意欲 を もたせ る工夫

・実践 した ことの提示

・新 しい活動 に気付かせ るたあの情報提供

・次へ の意欲 にっ なが る教師 の助言

・活動 の見通 しを もたせ る手 だて,言 葉 か

け,掲 示

・子 ど もを とりま く環境づ くり

・学級活動 グッズの活用
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3研 究内容

実践事例1議 題 「6年 生 とい っ しょにやるものをきめよう」(1年)

〈活動 の概要 〉

【事 前 の活動】 入学 か ら半 年。学校 に慣 れ るまでず っとお世話を して くれ た6年 生。 仲良

くな って引 き続 き遊 んで も らってい る1年 生 が,お 礼 の意味 も込 めて,6年 生 と一緒 に遊

ぶ計画 を 自分 たちで立 て ようとい う議題 でひまわ り会議 を開 いた。事前 に,ど んな ことを

計画 した ら楽 しんで もらえ るか,他 の学年 の人 たちはどんな遊 びを して いるかを取材 した。

【事中 の活動】 司会 グル ープ は,意 見 を短 冊 に書 いて床 に並 べ,時 には教 師 の支援 を受 け

なが ら話 を進 め,子 どもたち は意見 を出 し合 った。 自分 たちで考 えたゲームをや る,お 店

屋 さんを開 く,一 緒 に給食 を食べ るなど6年 生 も喜ん で くれそ うな ものを考 え出 した。

た くさん出た意 見 は,今 回取 り上 げ られな くて も,違 う形 で必 ず実践 で きることを保証 し

た。(学 級で または1・2年 の合同で行 う。)そ の結果,自 分 の意見 が認 め られた喜 びを感

じ,自 分 た ちで また話 し合 ってい こうとい う姿勢が見 られ るよ うにな った。

【事後 の活動】 話合 い は,ゲ ーム屋 さん,一 緒 に給食 を食 べ るとい う2種 類 に決 ま り,4

グル ープに分 かれ4っ のゲ ーム屋 さんの準備 を した。 また,招 待状 を書 き,当 日は ランチ

ル ームで給 食会を開 いた。心 の準備 と して話合 いで出た ことは,招 待 して きて も らう時 は

声をか ける,折 り紙 でおみや げを作 って渡 しなが らお礼 を言 うな ど,心 情面 での成長 も見

られた。そ して子 ど もたちの心の中にはひまわ り会議 は楽 しいとい う気持 ちが ますます育 っ

て きて いる。

〈考 察 〉

視点1一 人一 人の思 いを聞 き ・話 し合 え る活動 の工夫

まず 子 ど も同 士 が お互 い にす ぐ見 え る よ う,円 くな り話 し合 った。 そ して,友 達 に分 か っ

て も らうた め に黒板 に書 いて説 明 す る,実 際 に 円 の 中央 で や って み せ るな どみ ん な が十 分

に理 解 し合 え るよ う,具 体 的 な活 動 を取 り入 れ た。

ま た,一 人 一人 の っ ぶ や きを大 事 に し,と な りの人 た ち と相 談 して,グ ル ー プ で意 見 を 出

し合 う方 法 も と った。

視 点2い っ で も ・ど こで も ・だ れ とで もで きる活 動 の工 夫

6年 生 とのかかわ りな ど自分 の まわ りへ関心 を向 けるため,6年 生 と遊 んで いる場面 を

写真 に撮 って掲示 した り,『 子 ど もまつ り』が近か ったたあ,そ れ ぞれの学 級で はどのよ

うなゲ ームの準備 を してい るか取材 させた り した。 そ うす ることによ り視野 が広が り,た

くさんの意見を引 き出す ことがで き,ま た 自分 で考 えたゲームを紹介 して もい いんだ とい

う意見 も生 まれた。

実践事例2議 題 「みんなに楽 しんで も らえるおみせや さんをひ らこう」(2年)

〈活動の概 要 〉

【事前 の活動】2学 期 に代表委員会主催 でお店屋 さん形式 の全校集会が開かれる ことにな っ

た。2年 生 は,お 店 を出す の は自由で あるが,子 どもた ちになげか けた と ころ,「 昨年 ク

ラスでや ってみて楽 しか ったか らまたや りたい。」「今度 は他 の学年 の人 たちに も楽 しんで

もらいたい。」 との理 由で参加す る こととな った。事前 の話 合 いで,た か らつ り,ビ ー玉
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ロケ ッ トをや る ことに決 ま った。 そ して,本 時 に備 え,グ ループ毎 にや り方 を相談 し,自

分 たちの考 えを発表す る準備 を行 った。

【事 中の活動】 本時 は,お 店 のや り方 を話 し合 うことにな った。 まず,各 グル ープ毎 にや

り方 の説明 を行 い,そ れに基 づいて 自分 の考 えを発表す る形 で話合 いを進 めた。子 ど もた

ちの中に こだわ りがあ り,な かなか歩 み寄 りが見 られなか ったので,提 案 されたや り方 を

実 際に行 ってみた。 その結果,よ りよいや り方 にまとめる ことがで きた。

【事後 の活動】 その後,係 分 担を行 い,係 毎 に仕 事 を進 めた。 また,生 活科,図 工 の時 間

の関連 を図 り景 品作 りを行 った。 当 日は大勢 の人 が来店 して くれ,一 人一人 がお店番 と し

て意欲 的に活動 していた。 また,お 客 さん として も自分 の店 にほとん どの子が来て いた。

〈考 察 〉

視点1一 人一人 の思 いを聞 き ・話 し合 え る活動 の工夫

学級 の実態 と して,何 回 も発言 す る活発 な子 がい る一方,は ずか しくて 自分 の意 見を言

えない子 がい る,そ のたあ,小 集 団で話 し合 うとい う場 の工 夫を行 い,本 事例 で は事前 に

グル ープでの話合 いの場 を設 けた。 その中で は,ほ ぼ全 員の子が 自分 の意 見を言 うことが

で き,本 時で もグル ープか らの発表 と して活動 で きた。 また,話 合 いの中で,意 見が対 立

した時 にグループでの話合 いを行 い,友 達 の意 見を さ らに聞 き合 うことにより,意 見が整

理 された。

視点2い っで も ・どこで も ・だれ とで もで きる活動 の工夫

本議題 は,広 が りの ある場 で活動 させ ることをね らいと し,1年 生 か ら6年 生 まで の全

学 年が一 っの行 事 に取 り組 む,と い う異年 齢集団の活動 と位置付 け られ る。低学年な りに

「自分 た ちだ けで な く,他 の学年 の人 に も楽 しん で も らえ るよ うに」 を合言葉 に,や り方

の相談,景 品作 りに取 り組 んで きた。終 わ った後,「 話合 いはなかなか決 ま らな くて大変

だ ったけど,や って よか った。」「また クラスでや ってみた い。」 との声が聞かれ た。

4ま とめ

(1)研 究の成果

・ 学級活動を学級だ けの活動 にとどめず,異 年齢集 団活動 を取 り入れ た り,学 年活動,

地域 と一緒 の活動 な ど思 い き りや ってみたい ことを取 り上 げて活動 を試 みた。 「こん な

こと もで きる」 と楽 しさの体験が広が り,意 欲的な活動がで きた。

・ 興味 ・関心 ・意欲 を高 めるために,話 合 いに関連 した情報 を視覚的 に集 めて利用 した

ことは,話 合 いを活発 にす るのに役立 った。 また,事 前 ・事 中 ・事後 の活動 をで きるだ

け短期間 に実践す る ことが,活 動の活性化 に効果があ った。

・ 「よか ったカー ド」 「あ りが とうカー ド」 など学級活動 を工夫 し,活 動後 に自分 のがん

ば りや友達の よさを振 り返 る活動 を続 ける ことで,一 人一人 の思 いを聞 き ・話 し合 え る

活動がで きた。 これか らの活動 を通 して,あ たたか い人間関係が育 って きて いる。

② 今後 の課題

・ ひびきあ う集団活動を さ らに体験 し,活 動 の場を広 げて いきたい。

・ 話合 いが うま くいか ない時 の助言 の しか たや,低 学年 で も自分 たちの力でで きる活動

の支援の しか たを場面 に応 じて活用で きるよ う工夫 したい。
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皿 「み ん な で 活 動 す る こ と っ て 楽 しい な 」 と思 え る 学 級 活 動 を 目指 して

(学級活動 中学年分科会)

1研 究主題設 定の理由

中学年の子 どもた ちは,集 団での行動 に対 す る強い興味 や関心 を もっよ うにな り,集 団で

の活動が活発 にな って くる。理 解力 も発達 し,自 己中心 的な傾向の中 にも,物 事 の善 悪 にっ

いて客観的 に判 断で きる様子 が見 られ るようにな って くる。 また,自 分 の事 は自分 で決めよ

うと し始 め,自 主的 に活動 しようとす る意欲 が強 くな る。

本分科会所属校 の児童 にお いて も,日 常 の観 察や,児 童 への ア ンケー トか らこのよ うな傾

向 は確認 で きた。 また全般 的に,意 欲 的で好奇心が強 く,元 気で あること。「この学級 になっ

て よか った」 とい う思 いが あることが分か った。 しか し一 方,み んなの役 に立 ちた いと思 っ

て いるが,役 に立 っている と感 じられ ない。友達 とかかわ りたいとい う思 いが,根 底 にはあ

る ものの,か かわ り方がわか らず,結 果的 に自分か らかかわ ろ うとい う意識 は薄 くな って い

るとい う課題 のある ことも,明 らか になった。

このよ うな ことか ら,集 団への関心が強 ま り,自 主的 に行動す る意欲が高 まる中学年 の児

童 に とって,人 とかか わる方法 を知 り,人 か ら認 あ られ る経験 を積む ことが重要 な課題 であ

るとの認識 を もった。

そ こで,本 分科会 では この課題 に対 して,活 動 の基盤 となる全学校生活 を通 して 「心 をや

わ らげ る活動」 や 「人 とのかかわ り方 の指導」 を行 うことを重視す る とともに,学 級活動 に

おいて は,「 人 とのかか わ りを広 げ,深 める指導 の工 夫」 と 「意欲 を引 き出す指導 の工 夫」

をす ることで,「 児童 の思 いを大切 に した活動」 が更 に活性化す るもの と考 えた。 そ して,

活動 の流 れの中で児童 の思 いを大切 に し,一 人一人 のよさや可能性 を生か しっっ その思 いを

成 し遂 げ させ ることを 目指 した。 その ことで,達 成感,満 足感 を味 わわせ次 の活動 の意欲 を

引 き出 し,自 主的 ・実践的 な態度 を育て よ うと考 えた。

以上 の ことか ら,か かわ り合 いを大切 に し,自 分 たちの力 で活動 しよ うとす ることを 「み

んなで活動す る」,活 動 の中で達 成感や満足感 を もっ ことを 「楽 しい と思 える」 ととらえ,

『「みんなで活動 す ることって楽 しいな」 と思 え る学級活動 を 目指 して」 とい う本分科会 主題

を設定 した・ お ・

2目 指 す児童像 互

目指 す 児童 像 と して 図 の よ うな三 っ を上 げ た。 これ

らは並 列 で はな く,次 の よ うな スパ イ ラル な もの と考

え て い る。

まず,「 人 と のか か わ り」 を もっ 。 そ して か か わ る

こ とを 通 して,そ の 人 の 「よ さや 違 い」 に気付 く。 そ

して ま た よ り深 いか か わ りを もと うとす る。 そ こで 先

と違 った 「よ さや 違 い」 に気 付 く。 か か わ り,気 付 き,

か か わ り,気 付 きを 繰 り返 して い く中 で,「 お互 いを

認 め合 う」 と い う気 持 ちが 少 しず っ 高 ま り,理 解 が 深

ま って 行 くこ とを 目指 して い るの で あ る。

参

つ

い
に
認
め
禽

念 拳

、、

5

榔
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3研 究仮説

人 とのかかわ りを広 げ,深 め,意 欲 を引 き出す指導 の工 夫 をす れば,「 みん なで活動

す る ことって楽 しいな」 と思え る学級活動 になるだ ろ う。

4研 究の視点 と手だて

視点1人 とのかかわ りを広 げ,深 め る指導の工 夫

視点2意 欲 を引 き出す指導の工夫

「みん なで活動 す ること って楽 しいな」 と思 え る学級活動 は,日 常 の生活 や各教 科 ・道徳 の

学習 などで獲得 した知識 技能,態 度や それ まで の特別活動で の経験 を基 に成 り立 ってい る。

本分科会で は,全 学校生活 を通 して,意 図 的に 「心 をや わ らげ る活動」 や 「人 とのかかわ り方

の指導」を行 うことを重視 し,学 級活動の基盤づ くりか ら取 り組んで きた。

「みんなで活動 す る こと って楽 しいな」

と思 え る学級 活動

学級活動
一人 とのかかわ りを広げ、 一

深め る指導の工夫

た くさん の人 と交流 さ

せ る

小集団で の活動 を体験

させ る

よいところを見っ けさ

せ る

発言(自 己表現)の 場

を持 たせ る

⇒

児童 の思いを大切 に した活動の流れ

興味 ・関心が ある活動

をす る

目当て の共有化をす る

役割分担をする

子 ども同士で協力す る

活動を発表する

振 り返 り,自 他や集団

の成長 を感 じる

一 意欲 を引き出す指導 の工夫一

情報を与える

一 人一人の思 いや願い

を生 かす

その子の存 在を認め る

(ほめ る ・励 ます ・

見守 る)

その子な りのかかわ り

方 を認め る

子 どもの話をよ く聞 く

小さな進歩を見逃さな
い

活動の時間をな るべ く

多 く確保 す る

心 をやわ らげ る活動

あい さっをす る
集 団で取 り組 む作業 や

ゲームをす る

出会いの場 づ くり

(存在 を知 る)
皆 で遊 ぶ楽 しさを知 る

人 とのかかわ り方の指導

他 者の気持ちを思いや

ることを指導す る

人の話をよ く聞 くこと

を指導す る

協力 して仕事 をす る方

法 を教 える

自分 の気持 ちを伝 える

方法 を指導す る

.基 盤
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5研 究 内容

実 践 事 例 議 題 「も っ と,も っ と,友 達 に な ろ う」(4年)

〈活 動 の概 要 〉

【事 前 の活 動 】 「男 女 の 別 な く も っ とい ろい ろな 人 と遊 び た い。」 と い う相 談 が議 題 と して

寄 せ られ た 。 そ こで,学 級 活 動(2)で 「男女 仲 良 く しよ う。」 を指 導 し,道 徳 で 資料 「た っ

た一 言 が」(2-(2))を 取 り上 げ,言 わ れ て うれ しい言 葉,い や な 言 葉 を考 え て他 者 へ の

態 度 に っ い て振 り返 った。 そ して,学 級 目標"こ うの と り"を 見 直 そ うの ア ンケ ー トを と

り,そ の 結 果 を も とに 学 級 目標 の 実 現 状 況 に っ い て,更 に よ く して い く と こ ろ はな い か

を,話 し合 った。 そ の中 で 「も っ と遊 ん で 友 達 に な りた い,も っ と仲 良 くで き る と よ い。」

とい う意 見 が 出 さ れ,上 記 の議 題 を正 式 に取 り上 げ話 し合 う こと にな っ た。

【事 中 の活 動 】 学 級 活 動 ノ ー ト

に書 か れ た意 見 を 司 会 グル ー

プ が ま とめ た と こ ろ,A全 員

遊 び の 日を作 る,Bグ ル ー プ

遊 び を す る,C趣 味 同 士 で 遊

ぶ,D放 課 後 遊 び の 日を作 る,

と い う4っ の 意 見 に分 か れ た

ので,こ れ らを もとに話 し合 っ

た。 大 勢 の 人 と遊 ん だ方 が 楽

しい と い う理 由か ら 「全 員 遊

び の 日を作 る」 が多 か ったが,

最 後 に 「ク ラス遊 び の 日を作

り,放 課 後 は,や りた い こ と

(趣 味)で 集 ま っ た グ ル ー プ

で 遊 べ ば よ い」 とい うま とめ

る意 見 が 出 て,そ れ に みん な

が 賛 成 を した。

【事後 の活 動 】

が"遊 び の リー ダ ー"

「 ・…}・letlLt`1,hy〆 レ 孟轟,」 憎 昌titc

'

劉圃 国園1

1「k'Vhk'"wt9　 卿 ∵ 遵'
ビ み ドL

… 鑓 見

葦L「
i..r燐

嬬恥磯1

馳

桟

`

魂
.拶

学 級 目 標

こ う の と り

こ:こ ろのやさしいクラス

う:き うき楽 しいクラス

望:1澱 瓢1二b,。 。 、eifg'k

,.醐 、ま。話、合,,ラ ス 潔 漉 歯 激

隙
・逡

鱒
P
鍵

・

週 一 回 の中休 み の時 間 を"こ うの と りタ イ ム"と 名 付 け,生 活 班 の リー ダ ー

と な って,み ん なの希 望 を聞 き なが ら遊 ぶ もの を 決 め,そ の時 間 は

全 員 で 楽 しそ うに遊 ん で い る。 ま た,放 課 後 は男 子 の サ ッカ ー遊 びの 中 に女 子 が 入 って 遊

ん だ り,一 輪 車 が 得 意 な女 子 に男 子 が 教 え て も らっ た り,「 放 課 後00ゲ ー ム を や る人 は

集 合 ね。」 と誘 い 合 っ た りす る姿 も見 られ る よ うに な っ た。 そ の 時 の こ と で良 か った こ と

な どを帰 りの会 で発表 した り,日 記 の 中 に 「同 じ人 だ けで な く,い ろ い ろな人 と遊 ぶ と もっ

と楽 しい」 とい う ことが 書 いて あ っ た り して,子 ど もた ちが みん なで 活 動 す る こ との楽 し

さ を味 わ って い る こ とが 感 じ られ る。
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研究主題 に迫 る手だて

学級活動

人 とのか か わ りを広 げ、深 め る指 導 の 工夫

・男 女そ れ ぞれ の よ さを伝 え合 い 、

認 め合 え る よ うにす る。
・何 気 な く言 っ た一 言 が人 の 心 を あ

た た めた り、傷 付 け た りす るこ と
を考 え させ る。

係
た

関
し

女
う

男
ど

と
は

人
に

。

な
く
る

ろ
い
せ

い
て
さ

う
し
え

い
く
考

の
良

か

ス
仲

い

ラ
く
よ

ク
な
ら

・認 め 合 い を 通 し て 、 「み ん な で 活

動 して 楽 し か っ た 」 と い う喜 び が

も て る よ うに す る 。

ど
る

な
が

動
広

活
と

番

へ

当
動

や
活

動
的

活
力

係
協

。

が
の
る

践
で
す

実
面
に

の
場
う

こ
の
よ

嗣児童 の思 い を大切 に した活 動 の流 れ 一

噌 一 一 一 曹, 一 事 前

・議 題 ポ ス トに 「男 女 関 係 な く 、 も っ
と い ろ い ろ な 人 と 遊 び た い 。jと い

う相談 が よせ られ る。
・学 級 活 動(2)で 「男 女 仲 良 く し よ

う。」 に つ い て 話 し合 う。
・言 われ て うれ しい 言葉 、 いや な言 葉
に つ い て 話 し合 う。

・学 級 目標"こ う の と り"を 見 直 そ う

」＼
の ア ン ケ ー トを と る 。

↓

事 中
乃

》 《話 合 い 活 動 》
・ア ン ケ ー トの 集 計 結 果 よ り 、 学 級 目

＼「

標 の実 現 状 況 につ い て話 し合 い 、 さ
らに 良 く して い く とこ ろ は な い か創

造 的 に考 え る
・も っ と 仲 良 く す る 方 法 を 話 し合 う。↓

《実 践》

卿 一 ・ 一 ■ 一

・自分達 で 工夫 した方 法 で活 動 す る、
↓

事 後
《振 り返 り》
・帰 り の 会 で 、 活 動 し て よ か っ た こ と

な どを発表 す る。
・感 想 を 日記 に 書 く。

↓
・学 級 の 歴 史 に 刻 み 、"学 級 の 宝"の
ひ とつ とす る 。

意欲を引き出す
指導の工夫

・議 題 を よ せ て く れ た 子 を ほ

め 、 励 ま す 。

と

れ

た

の
ぞ

き

う

、
て

こ
め

つ

。

決

ば

標

で
ん

。

目
な

が

る

級

ん

て
め

学

み

し
ほ

に
を

指

を

月

"

目

と

4

り
を

こ

・目標 の実 現 を 単な るル ール

づ く りに しな いで 、創 造的

な 学級 文 化づ く りと して と
らえ 、助 言す る。

実
励

に
う

実
よ

確

る

を
れ

と
ら

こ
け

た

つ
つ
び

合
結

。

し
に
す

話
践

ま

・一 人 一 人 の 取 り組 み を認 め

る メ ッセ ー ジ を 返 し 、 次 へ
の 励 み とす る 。

合 合 合
心 をや わ らげ る活動 人 と のか かわ り方 の 指導 ・

ク タス の漢 作 ク 学廠 β禦 の彦叡ぎ
・学 級 目標 を身 近 に感 じ られ る

よ うに シ ンボ ル 化 し、 全 員 で

・一 人 一 人 の 思 い や 願 い を 取 り入 れ る。

作 成 に加 わ るよ うにす る。
察の厚縦

・ク ラス が楽 し くな る よ うな創 意 工夫 ので きる係 を 作 る。
ク ヲス の研 〃ψ
・学 級 目 標 や 、 一 人 一 人 の 願 い
を 生 か し た歌 詞 を入 れ 、 み ん 班蕎動
な で 歌 う。 ・"み ん な が リ ー ダ ー 、 み ん な が フ ォ ロ ア ー"の 考 え の も と 、給 食 、 掃 除 、

学 習 な ど 、 場 面 リー ダ ー を 分 担 す る。

4の2イ ン タ ー ネ ソ みク ヲ ブ
・趣 味 、 相 談 、 お 誘 い な ど の 情 解 の会 、帰 クの 会 の充 」宰
報 を発 信 し合 う。 ・一 分 間 ス ピ ー チ:自 己 表 現 の 場 を も ち 、 何 で も 言 え る雰 囲 気 を つ く る 。

・デ ィ ベ ー トゲ ー ム:互 い の よ さ を相 手 に ア ピ ー ル す る。
・`今 日 の 一 番 星':一 日 の 中 で 、 親 切 に し て も ら っ た こ とや 進 ん で が ん

静 域 的 グ ル ー.プ エ ン カ ク ン タ ー
・ほ め あ げ 大 会 、お 料 理 ご っ こ 、

ば って いた 人 を発 表す る。

無 言 チ ー ム ワ ー ク ゲ ー ム
・物 語 リ レ ー 、 ブ ラ イ ン ド ウ ォ

σ一 凶 一 授 、 一π 庄 即
一 ク 〈国 語 〉 ・学 級 生活 に 役 立つ 何 らか の 仕 事 をす る こ とで

、責 任感 を育 て所 属感 や 存
・言 葉 の 贈 り物 〈道 徳 〉

・グ ル ー プ 学 習 の ま と め 〈社 会 〉
在 感 を も た せ る 。 巳

適殖
・「た っ た 一 言 が 」 を 取 り上 げ 、 言 わ れ て うれ し い 言 葉 、 い や な 言 葉 を 考

え 、 他 者 へ の 態 度 を 振 り返 る 。

基盤
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〈考 察 〉

視点1人 とのかかわ りを広 げ、深 める指導 の工夫

別表 に示 したよ うに本実践 では,日 常 的に心 をやわ らげ る活動 や人 とのかか わ り方 の指

導 を重視 しなが ら,本 事例 の学級活動 において人 とのかか わ りを広 げ,深 め る指導 を行 っ

て きた。 さらに,子 どもの思 いを大切 に し,そ こに教 師の願 いをあわせた一連 の活動(事

前 ・事 中 ・事後)を 展開 して,そ の過程 において も子 ど もたちのか かわ りを広 げるよ うに

した。 その結果,そ れまであ まり人 とか かわろ うとしなか った子が友達 と遊ぶ よ うにな っ

た り,グ ループで行動 す ることが多 か った子 が別 の仲 間 と触 れ合 い,い ろいろなかかわ り

を広 げて行 こうとす る姿が見 られ るよ うにな った。

視点2意 欲 を引 き出す指導 の工夫

子 どもたちが 自分 たちの学級 を見っ め,も っとよ くしてい きたい とい う思 いを もった こ

とを ほあ,そ の思 いをど うや って実現 してい った らよいか とい うことへ の励 ま しを した。

そ して,子 ど もたちな りにどんな方法 を考 えて くれ るか子 ど もたちを信 じて任 せた。 自分

たちで考 えて話 し合 った ことを実践 した ことで,み んな一 っの ことをや り遂 げた喜 びを も

ち,そ の満足感 や達 成感が また次 の活動 への意欲 を引 き出 し,「 ク ラスみんなで交換 日記

がや りたいな。」 とい う声 が聞かれ るよ うにな った。

6ま とめ

(1)研 究 の成果

「心 をやわ らげる活動」 や 「人 とのかかわ り方の指導」 を,全 学校生活 にお いて,意 図

的に組 み入 れてい った ことによ り,互 いの心 の垣根 を下 げ,か かわ り合 お うとし,認 め合

お うとす る気持 ちが育 って きた。 そのことが基盤 となって,自 主的 ・実践 的活動 にっ なが っ

て いった。

視点1人 とのかかわ りを広 げ、深 める指導 の工夫

・ よい とこ見 っ け,異 学年 との交流,小 集団 での活動 な ど指導 の工夫 を重 ね ることによ

り,子 どもたちの中によさや違 いに気付 き,認 め合 お うとす る気持 ちが育 って いる。

視点2意 欲 を引 き出す指導 の工夫

・ 学級活動 ノー ト,話 合 いのための事前 のア ンケー ト,「 ふ りかえ りカー ド」を通 して,

一 人一人 の思 いや願 いを全体 に返 し励 ます ことで,活 動 への意欲 を引 き出す ことがで き

た。

② 今後の課題

人 とのかかわ りを広 げ るために,学 級,学 年,異 学年 とかかわ りの場 を工夫 して きた。

この体験 が一過性 の ものにな らないために も,活 動 を振 り返 ることによ り,自 らの成長 に

気付 くような新 たな手 だてを工 夫 したい。更 に様 々な体験 を積 ませ ることによ り,か かわ

りを深 めさせ たい。 また,教 師が 「児童を見取 る力」を付 け適切 な助言 をす ることによ り,

自分 たちの力 で活動 しよ うとす る意欲 を引 き出 していきたい。
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IVみ と め 合 い ・か か わ り合 い,み ん な で 高 ま り合 う 学 級 活 動

(学 級活動高学年 分科会)

1主 題設定の理 由

高学年 は,集 団へ の所属意識が一段 と高 まる時期で ある。 また,そ れ に伴 い,認 め られ,

役 に立っ ことで,集 団 の高 ま りに寄与 したい とい う願 いが行動や態度 に表れ るよ うになる。

一方,現 在 の児童 の実態を,よ り一般的な視点か らと らえ ると,二 っ の側面が見えて くる。

○多様 な情報 を素 直 に受 け止め る。

○みん なと仲 良 くしたい と思 って いる。

○認 め られた い,役 に立 ちたい とい う願

いを もってい る。

○与 え られた課題 はや り遂 げようとす る。

● 自分 な りの判断がで きず,周 囲 と同 じであ

ろうとす る。

●他者 の考えを受 け止 めることが十分 でない。

● 自分や友達 のよさを認め合 うことが少 ない。

●生活上の問題 に気付 くが,行 動 に表 せない。

そ こで,特 別活動 にお いて は,児 童が望 ま しい集団活動 を通 して,

・互 いの よさや活動,役 割を認 めあい,か かわ り合 いなが ら,人 間関係 を広 あ,深 める。

・自 ら課題を身 いだ し,自 分 な りの考えや方法で解決 しよ うとす る意欲 や態度 を育 てる。

ことが求 め られて いると考え られ る。

さ らに,本 分科会で行 った学級活動 の実態調査 か らは,よ りよい学級 にす るための意 見を

もち,み ん なの役 に立っ ことが嬉 しい と思 ってい るが,表 現 の仕方 が分 か らない ・友達 の意

見 を うま く取 り入れ られないな ど,児 童 の姿 が浮 き彫 りにな って きた。 これを受 け,目 指す

児童像 を次 のよ うに設定 した。

・自分の考えをは っきり言え る子 ・相手 の考 えを大切 にする子 ・自己決定で きる子

・友達の長所や短所を受 け止あ られる子

・友達の考えと自分の考えを比べて,考 え られる子

・みんなの思 いを生かそうとする子

以上 の ことか ら,高 学年 の学級活動 では,存 在 やよ さが認 あ合 え る集団の中で,問 題解決

的 な活動 を通 して,自 己存在感 や 自己有用感,成 就感,達 成感 な どプ ラスの感情経 験を積み

重 ねてい くことが,一 人一人 の児童 の意欲 を高 め,さ らに集 団を も高 めて い くことになると

考 え,本 研究主題 を設定 した。 なお,研 究主題 にあるキー ワー ドを以下 のよ うに とらえた。

「み とめる」 とは……その子 の存在 その ものを知 ること,よ さを承認 す ること,個 性を受容

す る ことまでをふ くめた もので ある こと。

「高 ま り合 う」 とは…活動 の喜 び(成 就感 や達成感 な どのプ ラスの感情 経験)を 味わ い,次

の活動 への期待 や意欲 を もち,生 かそ うとす ること。

2研 究仮説

自分 や友達 の存在 やよ さをみ とめ,み ん なの願 いの実現 に向けて実践 すれば,活 動の

喜 びを味 わい,さ らに高 ま り合 う学級集団 になるだろ う。
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3研 究 の視点 と手 だて

遡

β分f5友 差 のよ さを二翻1め」今ラ走めの.ヱ7美(視 点1)
・学 習活動全 体 を通 しての 自己評価 ・相互 評価(「 よかっ たさが し」な ど)

・み とめ合 う場の設 定(よ か った ことの紹介 な と)

職

0。

O

o

。

よさってなん だろ う。

あの この よい ところって,

どんな ところかな あ。

多 くの友達 を意 識的に見 る場 を設 定 しよ う。

(シー ク レッ トファイ ン)

よい 気付 きを広 めよ う。

。9癖
・

麗お

撃藝i層`1の タ掌珊 ご句1ナ τ」寒窃 プ'るた4うの ユ=5寿(視 点2)

灘.・ 問題解決の一連の活動を積み重ねることによる活動意欲の高ま り
　 ほ

醤蔓★願いや思いを共有化する ★考えや思いを伝え合う,★ 次への意欲を高める
ヒ　りじ ロ コ ロ

蓋 「何 のた めにO!lI「 どうや るのOJ「 どうだ ったo」
む ハ ロ ロ コ　 　 ロ コ ロ ロ リ ロ と ロー鞭

・学級 学校 生活へ の振 り返 り ・学級 活動 カー ドを早 め に配 り,自 分の 考i・ 全体 での振 り返 りの場 の設定

蓋蘂 ・学級 活動 コー ナー と議題 箱の設 置1え をもっ時間 の確保 ・個々 のフ'ラスの感 博経 験を集 団 として共有震
・児童 に よる必 要感の ある議題選 び ・事前 のコ メン ト入れ に よる安 心感の 醸成 ・ し,次 へ の意欲 を喚起す る教師の助 言

ゆ じ 　

剛蒸 ・司 会 ク ループ へ の 事 前 指導

..悪
髄==驚

どの よ うに児 童が 問題 解決 してい くの か過程 を見守 る。

シ ー ク レ ソ トフ ァ イ ン とは …

あらか じめ 自分の見る予か決められています。

(授業前にカー ドを引いているのです。)

活動の中で、その子を意識してみていってあげる。

発言することだけでなく、いろいろな様子を互いに

「認め合おう」といっことなのです。

襲
蕪
藝
嚢

餐嚢
難
嚢
難
嚢
[　義
嚢

齢　　霧

譲
蒙
難
難

本 当 にぼ くた ちのや りたい こ とをや ってV'い の ワO

生の思 い通 りでな くてい いの ウ

教師が しっか りとした視点 を もち,活 動 の流れ に十 分に気 を配 りなが ら子 どもた ちを見守 ろ う1

事前 の指導 の時,み んなが話 の

流れ かわ かる よ うな

話合 いの 目当て,柱 立てを

司会 グルー プ とい っ しょに相 談 しよ う。

今 回の学級活 動,

何 につい て話 し合 うのか な あ。

○

o

oeO
o

○

o

.緯

・o今 回の活軌

やってみてとうだったP

藻
豊
…謡
慈
藝
鋸
皿蕪
蓬
箋

箋
州…累
塑
q巽
黎
糊

幕

蕪

。.綾

早 めに議題 を知 らせ,自 分 の意見 を

もった り友 達 と相 談 した りす る時 間

を保 障 しよ う。

会 が始 まる前 に,コ メン トを入れ,

安心 して表 現 て きるよ うに支援 しよ う。

みんな てや った か ら楽 しか った。

またや りたい1

o
o

・し ・'
螺

これって 本当 に言 ってい いのか なあ。

反 対 された らい やだな あ。

Q覆
　 し　

7二

壽
m。Oや った 一H

☆学級 活動 カー ドの工夫

願いを共有化 し,活動の焦点化を図る。1考 えを整理 し,意 欲的に表現し合 う。 自己評 価や相 互評価 を行 い,個 の振 り

返 りを集 団に広 げる。

"峯
密 藷__… 嚢
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4研 究 内容

実践事例 議題 「こだま学級 との交流会 を しよう」(5年)

この議題 は,本 校 に設置 されてい る心身 障害学級 であ る 「こだま学級」 との交流 を 自分達

で計画 したい との児童 の願 いか ら提案 された ものであ る。 この一連 の活動 を通 して,友 達 を

み とめ,か か わ り合 う経験 を積 み重 ね,互 いに高 ま り合 うことがで きるよ うにと考え,設 定

した活動で ある。 そ して,こ だま学級 と今後 も日常 的に交流 す ることで同 じ学校 に通 う仲間

と して の意識 をよ り高 めたい と願 って いる。

[事前の活動]

司会グループの事前の打

ち合わせ に教師がオ ブザー

バ ーとして参加 し,話 合い

のめあてや話合いの柱など

について助言 しなが ら進 め

る二とで、児童 は司会 ・進

行 を自分達な りに工夫 しよ

うとする姿が見 られた。

Oカ ー ドを事前に配布 し,

自分の考えや意見を前 もっ

て記入 させる ことで,臓 題

や提案理 由を共有化 させる

ことがで きた。

・弔

第八回 話合い活動 名前

議題 こカぐま学級 との交流会 亙しようピβ
跳3r7

　ソげ

「さ給 ・のめあて9
yぐ ま.学級のみんな・と

イ帳 く 親 しみ 柵 べ とを

よく知 ることが できるような

計距」を立 てよう∴!

嶽
舟
北
↓

～

い
瞬
ゲ

鮎
肇

リノ遜

〔

∩

)

り
。

ん罐饗矯
決 めること

1.イ可 をして遊 、きごヵ

2、どこで遊.ヌ カ＼

3孫 左決 めよう

ひっような孫 ε書いて伶

[事中の活動
(話合 い活動)コ

○話合 いの事前に教師が児

童の考えに対 して助言を書

くことで,一 人一人が 自信

をもって発言する ことがで

きた。

ぐ ・ ・

',

・t ,tblし.やF'・.tft.一 一tL.tこ κ3轡 級 軌

み4rgtr2るt療 いr・'6bO'

,・ 鴎 ∂ 一

八・ 箆些 既迦.ご ≧

○友達 のよ さに気付 いた り

認めた りす るような感想 を

書 くよ うになった。

皇 ・・の工 塾.も昂.ら七』登 垂皇

厚掴 で亘三愛哩さんが嶺版の

ム雌 空九いと㌧ マ.

k初 ば」籔些唾三.監」甦 趣

遊 召嚇 ・司会㊧ ・
・罰kウ 吻 乖 は,o「Pゆ ねノ

メモ ・なぜ な];バTケ 小

一 之宣・た々'δ
だL見い

[事中の活動(話 合 い活動 の搬 り返 り)]

話合 いカー ドの中で活動を振 り返 る場を設

け,記 入 させる ことで自分の考えを整理 し次

の活動への見通 しをもった り,友 達 のよさに

気付いた り,認 めた りす ることができた。

璽出 し右の ・ドづ一ホ ール

ま 乙ま収 で きるもの キャ・テ

ポーμ や、ハ ン情 落 ∠しは

ま 乙啓.マ で も な し㌔

C>の の のO(◇(Dの のO

日.薩

「　灘

響

係

ぎ

め

.
ぐ
」で

遍

ぶ
か

.

-
あ
そ
伏
沢

め

P

・ん

の

言

○児童がカードを工夫する

中で時間の見通しをもてる

ような形式に変化してきた

o

O

事中の活動では,教 師は

発言 こそ控えるが,話 の流

れ に心を傾 けなが ら,常 に

一人一人 の児童を温かく見

つめ,ま た,学 級全体が支

持的な雰囲気を もつように

心がけた。

児童の活動の中で次の点

が見 られ たときには指導 し

た.

*人 権を侵害するよ うな言

動があった とき

*自 治的範 囲を超える活動

があ ったとき

*話 合いの筋道が混乱 し,

司会グル ープでは収拾が

教師が,こ のよ うな視点

を もちながら見守る姿勢 を

とる ことで,児 童は循合 い

を自分遼のこととして認識

し、 自力解決する喜びを味

わ い,次 の活動の意欲へつ

なが った。

o

職諜藩
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【事後の活動】

11月 下旬 に 『こだ ま学級 との交流 会』

を実践す ることがで きた。司会 の進行 の も

とボールけりゲームと自分 たちで考えたルー

ルでの ドッジボールを楽 しむことがで きた。

〈一連の活 動の振 り返 り〉
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や っ たね カ ー ド

舎合 い に は 、嫁 ご く

日寺 　鵠 ヵ、 ヵ＼カ＼ たt乙 ＼

そ八 た ・σ し

が で キた

ナ ・、な ノ

名前(

し、 ガ

まナ

や った ね カ ー ド

》

1

こ破 流会はゴご k一

.ま き ん た"け カ、"薬1.む の

で はなく訓 ノノ舗 諜

しあたの で 大叡 功 で しマこ。

為虐〉いギっ遊 び初諭再

をみ 瓜 て・協 力で レ

」 わ＼。ナニて ・・弓 。
一

名前()
＼
＼ 一ノ

〈考 察 〉

・ 「話合 いカ ー ド』 を事前 に配布 し,教 師が児童 の考 えや意見 に賞賛 や励 ま しを記入 す るこ

とで,話 合 い活動 では活発 に意見が かわされ た。

・話合 い活動 のなかで教 師が見守 る姿勢 を とることで,自 分 たちの活動 であ るとい う意識 が

育 ち,事 後 の活動 での役割分担 や交流会 でのゲームな どで一人一人 が積極的 に行動 してい

た。

・一連 の行動 の最後 に振 り返 りの場 を設 けることで,プ ラスの感情経験 を味 わわせ,自 らの

成長 に気付 かせ ることがで きた。
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望 ま しい集 団活動 を進 めるため には,子 ど もたちの手 でその活動 が展開 され ることが必

要 であ る。 そ こで の教 師の役割 は,感 動 を伝 え,そ の子 な りの発達 や よさ,今 までの学

級活動 にはなか った新 しい発言 ・態度 ・行動 集団 と して育 って きて いる傾 向な どを事

前 ・事 中 ・事後 の中で気付 かせ,具 体 的に褒 ある ことであ る。

〈指 導の具体 的な事例 〉

「みんなが納得 してい くってすて きだね。」

「黒板に書いた意見が,次 回の学級活動ですぐ話

し合いが始められるために何かアイデアはないか

な?」

「OOさ んの考 えのいい所に気

づいて自分の考えも言 えたね。」

「決めるのはみんな,そ して実行す

るのもみんなだよ。どう うまくい

きそ う?」

「『わか らない』 って意見が出た

か ら,み んながも う一度考 えるチ

ャンスができたね。」

「話合いのめあてをわすれずに意見

がいえたね」

「考 え をゆず って くれ たO

Oさ んは、それでいいの?」

「計画 をもとに実行で き

たね。今 日の活動を次 回

にも生かしていこう。」

「一 人で も ちが う意 見 を言

った友達 に耳を傾けたね。」

「前にで きな っかたあそび を思い出 して,今 回の計画の

中に組み入れたのは,そ の人の考えを大切 にしているこ

とになるね。そ して前の経験 を生かすことになるね。」

rOOさ んが困 った時に、△

△さんが助けてあげたね。」

「みんながわか らない時,黒 板に

出て,図 で説明す るの ってすごく

いい考 えだね。」

シ ー ク レ ッ トフ ァイ ンは,互 いを 知 り ・み とめ合 うた め の"き っか け"の 活動 と して 取

り組 ん だ 。 この積 み重 ね に よ り 多 くの友 達 の よ さを 見 っ け 出す 視 点 が 自然 に見 られ る

よ う にな り この活 動 を取 り上 げ る事 が な くな る状 態 を 目指 した。

〈初期 の ころの記述 〉
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〈積み重 ねによ る記述 〉

○○ さんが,自 分 の 目当て を考 えてい

ると き一緒 に考えて あげてえ らいね。

○○君が何 を言 って いいかわか らな くな った

ときに,代 わ りに言 い直 してあげていたね。

みん なの ことを思 った発

言がすて きで した。

み ん な が い い と い うまで 聞 い

て くれ て うれ しか った で す。

わ か らな い こ とを ち ゃん とみ ん な に 質

問 して い た ね。

司会 さんが困 って いる ときに助 けてあげ

る発言がで きて いいね。

5ま とめ

(1)研 究 の成果

視点1自 分 や友達 のよさを認 あ合 うたあの工夫

自己評価 ・相互評価 の場 を平素 の学習活動か ら工夫 した。 また,支 持的風土 を醸成す る

取 り組みの一 っ として シーク レッ トフ ァイ ンを導入 し,よ い気付 きを全体へ と広 め合 った。

この結果,一 人一人が 自己存在感 ・自己有用感 を もち,よ り意識的 に友達 の存在 やよさを

み とめ合 お うとす る態度が活動 カー ドの記述 ・発言等 に多 く見 られ るよ うにな った。

視点2願 いの実現 に向けて実践す るため の工夫

ア 願 いや思 いを共有化す るたあの工夫(問 題を発見す る段階)

学校 ・学級生活へ の振 り返 りに基づ いた議題 の掘 り起 こしと,そ れを共有化す るための

学級活動 コーナー等 の設置 によ り,必 要感 ・切実感の ある議題を引 き出す ことがで きた。

司会 グループへ の事前指導 では,話 合 いの目当てや柱立 てにポイ ン トを置 き指導 を工夫す

る ことで,学 級全体 の思 いや願 いの焦点化が十分 にな された。

イ 考 えや思 いを伝 え合 うための工夫(思 いや願 いの実現 に向 けて追 求す る段 階)

議題 を早 あに知 らせ,児 童が 自分 の考 えを もった り友達 と相談 した りす る時間 を保障 し

た。 また,活 動 カー ドには教師が コメ ン トや励 ま しの言葉 を書 き添え る ことで,児 童 は安

心 して話合 いに臨 み,意 欲的 に意見を述べ るようにな った。

ウ 次へ の意欲 を高 めるための工夫(振 り返 りの段 階)

一連 の活動 の中で
,振 り返 りの場 を設定 し,望 ま しい自己評価 ・相互評価が行 われ るよ

う工夫 した。児童 は,自 他 やク ラス全体 のよさに気付 き,成 就感 ・達成感 を味わ って集団

の高 ま りを意識 し,次 への意欲を高め ることがで きた。

② 今後 の課題

・ 各学年 の発達段階や各教科 ・領域 との関連性 につ いての研究を深 め,学 級活動 の場 に

おいて高学年 の児童 に身 に付 けさせた い力を,整 理 し明確 にす る。

・ 児童 の意欲 を高 めるための,活 動を見取 る視点 や助言の あ り方 にっ いて さ らに研究を

深 める。
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Vか かわ り合 う喜 びの もて る児童 会活 動

代表委員会活動への支援の工夫

(児童会活動分科会)

1主 題設定の理由

児童会活動 は,全 児童が参加 して,自 分 たちの学校生活 の充 実 と向上 を 目指 して,学 級 や

学年 の枠を越え た人間関係の中で協力 し,諸 問題 を解決す る集 団活動 であ る。その中核 をな

す のが代表委員会活動 で ある。代表委員会活動 は,主 と して高学年の代表者 が参加 して,学

校生活 に関する諸問題を話 し合 い,解 決 を図 るための活動 であ り,全 校児童 の意向を反映 し,

学校生活 をよ り向上発展 させ るために自発的,自 治的 に行われ る活動 であ る。 したが って,

代表委員が生 き生 きとその活動 を行え ば,児 童会活動 も活性化 され,学 校生活 も向上 して い

くことが期待で きよ う。

しか し,児 童会活動 の実態 をみる と,低 学年児童 は単 に集会や行事 に参加す るだ け,高 学

年 で も一部 の児童が中心 とな って活動 しているだ けとい う傾向が ある。 また,代 表委員 を経

験 したことのあ る児童の ほとん どが,仕 事 や発言が うま くで きた時 に成就感や満足感を感 じ,

「代表委員 をや ってて よか った」 とい う喜 びを もって いる。 それ に もかか わ らず,異 学年 と

のかかわ りが十分 ではなか った り,学 年 が進 むにっ れ代表委員 を 「また,や りたい」 とい う

児童 が減 る傾 向が見 られた りす る。 これには さまざまな原因が考 え られ るが,子 どもたちを

取 り巻 く状況 か ら来 る人 間関係 の稀薄化 と無 関係 ではない と思 われた。代表委員 は 「みんな

の役 に立 ちたい」 とい う意欲 を もって代表委員 に臨 むが,お おむね月1回 の活動 だけでは委

員相互 の人 間的なふれ合 いを深 め,よ り意欲 的に活動 で きる状態 に は必 ず しもな り得 ていな

いo

全校児童 に とって学級 と代表委員会 の双方 向の流 れを盛 んにす ることは,自 分 の思 いが通

じる児童会 への所属感 にっなが るであろ う。代表委員会 をそのよ うな魅 力的な場 に してい き

たい。 それに は,同 じ目的を もっ委員相互 のかかわ りを大切 に し,一 人一人 の もて る力を十

分 に発揮 で きる意欲 的な代表委 員会 にす ることが重要 であ る。 そのため に,代 表委員会 への

支援 を工夫 す ることに焦点 を当て ることに した。

代 表委 員会活動 が活発 になれば,児 童会活動 も活性化 す る。 そ して,児 童会 活動 で意欲 的

な活動 を繰 り返す中で,子 ど もた ちが協力 し合 い,試 行錯誤 を繰 り返 し,失 敗 や苦労 を乗 り

越 え た時,子 ど もたち は人を好 きにな り,自 分 に自信が もて,子 ども同士のかかわ りが よ り

深 い もの にな ると考 えた。現在の活動 に,新 たな人間関係の広が りや深 ま りを見付 けること

によ り,喜 びの もて る児童会活動 にな るもの と確信 す る。

以上の ことか ら,本 主題 を設定 した。

2研 究仮説

児童会活 動 は,普 段顔 を合わせ ることの少 ない異学年 の児童が共 に活動す るところに特色

が ある。 その際 に,人 間関係 が深 まって行 く過程 を,次 の ように考 えた。
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知 る

・存 在 を 知 る。

・顔 を知 る。

・名 前 を 知 る。
→

ふれ合 う

・一 緒 に い る。 話 す 。

遊 ぶ。

・共 通 の体 験 を 通 して ,

思 いを共 有 す る。

→

かかわ り合 う

・相 手 に ,自 分 か ら働 きか

け る。

・相 手 の立 場 に な って考 え

た り,行 動 した りす る。

今 まで知 らなか った者同士 の人間関係が深 まってい くため には,次 の二 っの ことが重要 と

考 え る。一 っ は,「 相手が どん な ことを考えて いるのか,そ の思 いを知 ること」で ある。知

り合 った者同士がお互 いの考えや人柄 にっ いての理解 を深めれば,思 いや りも深 くな り,相

手 と積極 的にかかわ ってい こうとす るで あろ う。 も う一っ は,「 人 とふれ合 い,共 に活動 す

るこ と」で ある。学級 ・学年が異 なる人た ちと活動 す る楽 しさを知 れば,人 とふれ合 うこと

に喜 びを もち,さ らに進んで,人 とかかわ ろうとす るよ うにな るであろ う。

したが って,代 表委員会 にお いて,「 学校 のみんなが楽 しくや る ことや,み ん なの役 に立

っ ことを,み ん なの協力でや り遂 げよ う」 とす るたあ には,子 どもた ちが共通 の体験 を して

ふれ合 いを深めて い くことが必要で ある。 そ して,代 表委 員が全校 のみんなの ことを考 えな

が ら活動す ることが,全 校児童 にとって充実感のあ る活動 とな り,代 表委 員 自身の成就感 や

満足感 にっ なが る。 この よ うな活動を通 して,子 ど もた ちが人 とかかわ りあ う喜 びを もっ こ

とがで きるだ ろうと考えた。

以上 のよ うな観点か ら,研 究仮説 を次 のよ うに設定 した。

研 究 仮 説

代表委員 が,代 表委員 同士や全校児童 の思 いを知 り,児 童 会活動を全校児童 が楽 しく

ふれ合え る場 に してい けば,か かわ り合 う喜 びの もて る児童会活動 になるで あろ う。

3研 究の視点 と手立て

(1)お 互 いの思 いを知 るため の支援 の工 夫 (2)全 校 のみ んなが楽 しくふ れ合 えるよ う

(代 表委員 同士,代 表委員 と全校児童) にす るための支援 の工夫

① 代表委 員がお互 いの思 いを知 る 認 ① 計画 ・準備 のと き

○席札の工夫 め ○提案理 由(視 点)の 確認

○座席の工夫 ● ○ ア ンケ ー トの活 用

0異 学年 小 グループの活用 励 ○情報提供の工夫

○話合い計画書の活用 ま 0異 学年での係分担

② 代表委 員がみんなの思 いを知 る し

一

② 実践活動のとき
○ ア ンケ ー トの工 夫

●

○黒板記録の工夫 賞
○場 の設定 の工夫(多 目的室 の活 用)

○ メモ ・カ ー ドの工 夫 賛
○個人 カー ドの工夫
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③ 代表委員の活動の流れが見える ③ 振 り返 りの とき

0掲 示 コー ナ ー の工 夫 ○ 自己評価 の工 夫(ふ りか え りカー

○代表委員会便 りの工夫 ド)

○朝会 時でのお知 らせ の工夫 ○相 互評価 の工 夫(よ か った カー ド

○全校放送の利用 お手紙の活用)

一・ 躍
飾 鞭勉 瑠

獣擁 津
艦儲

ぱダ齢 恥 悔
認 漏 疏みぬ 　いら

一 難嘆/ノ ー
、./認 〆 ノ

実践事例1議 題 『学芸会の スローガ ンを考えよ う』

《活動概要》

【事前 の活動】

本校 の代表委員会 は,3年 生以上 の クラス代表 と,各 委員会 の委 員長 か ら構成 されて い

る。 また,前 期 ・後期 の2期 制 を とって いる。今 回 は,後 期最 初の代表委員 会で ある。 事

前 に臨時の代表委員会 を もち,自 己紹介 を行 い,お 互 いに知 り合 う機会 を もった。

(視 点1一 ①)

【事 中の活動 】(学 芸会 の スローガ ンの話 合い)

異学年 の意見の交流 がで き,お 互 いの思 いを知 ることがで きるよ うに,座 席 を異学年同

士が近 くなるよ う配置 した。 また,全 体 の場で は意見 の発表がで きな くて も,小 グループ

ー,rな らで きる場 合 も多 いので,意 見 が なか なか 出 な

》 勘 、嬉;欝 濤 鰹 懲 暫し・4人
島

や す く楽 しい学 芸 会 に」 「大 き な声 で,

出 た。 前 回 確 認 され た 「ス ロー ガ ンを考 え る と きの観 点 」 か ら,

く,ど れが い いか,意 見 を 出 し合 い,

【事 後 の活 動 】

代 表 委 員 会 の活 動 が 全 校 に見 え るよ うにす るた め,代 表 委 員 会 新 聞 を 出 した。 そ の際,

ス ロー ガ ンを考 え る と き,ど うい う観 点 で話 し合 った か を記 し,代 表 委 員 み ん な の思 いが

伝 わ るよ うに した。 さ らに,全 校 朝 会 で も,全 校 児 童 に紹 介 した。(視 点1一 ③)

(視 点1一 ①)

まず,学 芸 会 の ス ロー ガ ンを 考 え る に当 た って,

ど うい う観 点 か ら考 え て い け ば い い か を 話 し合 っ

た 。 「1年 生 に分 か る よ うな も の」 「み ん な で 協 力

して い こ う と い うよ うな もの 」 「や る気 が で て く る

よ うな もの」 な どの意 見 が 出 され た。(視 点2一 ①)

そ の2週 間 後,臨 時 の代 表 委 員 会 を も ち,前 回

の 話 合 い を も と に,ス ロ ー ガ ンを考 え た。 「分 か り

見 る人 も楽 し くな るよ う に」 な ど,多 くの意 見 が

どれ が よ くな い か で は な

「大 きな声 で,最 後 まで」 に 決定 した。(視 点2一 ①)
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〈考 察 〉

視点1お 互 いの思 いを知 るための支援 の工夫

座席 の配置 を工夫 した り,4人 の班 をつ くって話 合 いを した ことで,こ れ まで よ りお互

いの思 いを知 る ことがで きた。特 に,6年 生が下級 生の児童 の意 見を うま くくみ取 ってい

くよ う努力 して いたの はよか った。

視点2全 校のみん なが楽 しくふれ合 え るようにす るための工夫

ス ロー ガ ンを考 え る と き に,ど うい う観 点 か ら考 え て い けば い い か を話 し合 った こ と も

効 果 的 で あ った。 これ まで は,教 師 の 方 か ら示 す こ とが 多 か った の だ が,児 童 自身 が考 え

る こ とで,何 の た め に ス ロ ー ガ ンを っ くるの か とい う 目的 が よ り明確 に な った。

実践事例2活 動 『楽 しい子 ども祭 りに しよう』

《活動概要》

【事前 の活動】

年度始 あに,ロ ング レク集会で何 をや りたいかを各学級で話 し合 い,今 年 度 も3年 生以

上が学級 ごとで工夫 してお店 をつ くり,全 校児童が回って楽 しむ 「子ど も祭 り』に決 まった。

2学 期第1回 の代表委員会 で,代 表委員一人一人 が もっとお互 いを知 り合 うた あに,自

己紹介 を した り,3年 生 と5年 生,4年 生 と6年 生を隣 り合わせた座席 に した りして,話

し合 わせ るよ うに した。(視 点1一 ①)

まず,各 学級でや りたいお店 の内容や場所を書 いて きた短冊 カー ドを掲 示 し,そ れぞれ

の希望 にで きるだけ沿 うよ うに調整 した。お店の内容 は,お ば けや しきやゲ ームセ ンター

的な ものが多 か ったが,児 童 の願 いを生 か したいと考 え,学 級の工夫 に任せ ることに した。

(視点2一 ①)

また,集 会 ・ポス ター ・ビデオ ・ち らし ・地図な どのPR方 法や,ど のお店 に もた くさ

んのお客 さんが来 るよ うに,い ろいろなお店を回 る工夫 にっいて話 し合 った。

(視点2一 ①)

【事 中の活動】(子 ど も祭 り)

1・2年 生 はお客 さん,3年 生以上 は前半 と後

半が交代で,学 級 の係 の担 当や,お 客 さん にな っ

た。全校児童 が多 くの学級 を意欲的 に回 り,3年

生以上 は自分 たちのお店 に,た くさん のお客 さん

が来 て もらうための工夫 を行 った。多 くの学級 の

お店 に参加す る中で,様 々な場面で異学年 の児童

や,教 師 との交流が見 られ た。(視 点2一 ②)

【事後 の活動】

活動後,各 学級 で反省 を話 し合 い,代 表委員会

ム『獺 窯 まポ)

　さ ぐ蝋斜 ・豊

一
です

もし、ペス雫一ト盲あζしたら

皇 か・・のか㌧・靴 つ体綱 に
さ■みマ くたさいe

お吻てい儲 木吉隊 で

糠態

チ.嫌 鷹 鶏聯 磨う
ワ5ス お・店η なひ丸 旧 皇9日

3の

■

宝 さ尽 し

3魂 胆一ムセ ンター

■

4の1 メイロラン戸

4.2 芙国ヒ地 ごく

5の1 のろ隙 撒 き

5の2
又賀鮎 傷二

の

6・1 <だ 弓栂 屋 ＼
6。皇 慰怖のタ㍑ 。ケ ＼
舛 生工人と ・ま 前ギ後 粍 まも て下さ・㌔

LP■tLtyこ 、訊

で そ れ を集 約 した。 今 回 は そ の他 に,全 校 児 童 が"お た よ りカ ー ド"を 書 い た。"お た よ

りカ ー ド"に 子 ど も祭 りの感 想 や 学 級 宛 て の手 紙 を 書 き,活 動 全 体 へ の 感 想 は掲 示 し,学

級 宛 て の お便 りは そ の学 級 に 届 け た。 そ の 中 で,『 よ か っ た,楽 しか った,も っ と こ う し
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て ほ しか った」 などの思 いを伝え合 った。 ・

〈考 察 〉

視点1お 互 いの思 いを知 るための支援の工夫

(視 点2一 ③)

代表委員が,学 級の意見だけでな く,気 軽 に自分の考 えが言 えるように,異 学年小 グルー

プでの話合 いを取 り入れ た。他 の学年 の思 いを知 った上で の話合 いにな ったので,全 校 み

ん なで楽 しめるよ うにす るためのルールーや,盛 り上 げるたあの宣伝活動 などを話 し合 う

ことがで きた。係分担で は,自 然 に異学年で取 り組 むよ うにな り,話 し合 った ことを全校

に知 らせ る集会活動 などに意欲的 に取 り組んで いた。

視点2全 校 のみん なが楽 しくふれ合え るよ うにす るたあの支援の工夫

任期交代 後初 あての活動 で あ ったが,『 子 ども祭 り』 の ときのみん なの楽 しそ うな表情

を見 た り,"お た よ りカー ド"に 書かれ た言葉 を読 んだ りして,代 表委員 と しての 自覚 が

高 ま り,次 の活動へ の意欲 にっ なが った。

5ま とめ

(1)研 究 の成果

視点1お 互 いの思 いを知 るための支援 の工夫

○ 話合 い活動 の中で,座 席 の工夫 を した り,小 グル ープをっ くった りす る異学年 の交流

を通 し,代 表委員 同士 のふれ合 いを もたせ る ことによ り,活 発 な話合 いが できた。

○ 代表委員会 の話合 いの内容 を掲示 した り,代 表委 員会新 聞で は,話 合 いの過程 を記 し

た りす ることで,代 表委員 と全校児童双方 向の願 いや意見を明 らかにす ることがで きた。

視点2全 校 のみんなが楽 しくふれ合 え るよ うにす るための支援 の工夫

○ 学級 の意見 を事前 に掲示 した り,代 表委員会 での話 合 いに視 点 を学級 に示 した りす る

な ど,学 級 とのかかわ りを明確 に した結果,代 表委員会 への関心 が強ま った。

○ 事後 に児童 が感想 を記 す中で,ふ れ合 いを一層深 め ることがで きた。

(2)今 後 の課題

児童の話合 い活動 や準備 の時間的制約 が増す中で も,工 夫次第で はふれ合 いの場 をよ りも

て ることが分 か って きた。 児童のかかわ り合 い活動 の意義を明確 に し,教 師間の共通理解 を

図 り,見 通 しを もった計 画を立て,実 践 をす る中で,さ らに内容 ・方法 にっ いて検討 を重ね

て いきた い。

また,代 表 委員会で取 り組む議 題や活 動が,異 学年 と十分 にかかわ り合え るよ うな ものと

な って いるかを見直 して いきたい。 児童 への情報提供 を行 い,学 校生活 に関す る諸問題 につ

いて,気 付 くことがで きるよ うな力を育 ててい く必要 があ る。

自分 たちの活動が全校 のた めになって いるとい う代表委員 の成就感 を大切 に し,そ こまで

の経緯を振 り返 らせ,自 信 を もたせ たい。 そ うした活動 を積み重ね,各 学級や委員会,ク ラ

ブ活動 にお いて も,一 人一 人 の児童が生か され,集 団 と して高 まるよ うな指導 を して い くこ

とが課題であ る。
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VI研 究 のまとめ
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活

動

中

学

年

分

科

会

学

級

活

動

低

学

年

分

科

会

参加側(全 校)

・支持的颪土を醸成するための活動を行い,よ い
気付きを全体に広めるた。そのことにより,一
人一人が自己存在感 ・自己有用感をもち,よ り
意識的に友達の存在やよさをみとめ合おうとす
る態度がみられた。

・焦点化された議題の下で,児 童が安心感をもっ
て話し合った り,実 践したりすることで成就感
・達成感を味わうことができた。このような活
動の積み重ねにより,次 への意欲が高まった。

「役 に 立 って い るな あ。」

「あの考 え もいい な あ。」

「み んな でで き たか ら

楽 しい んだ 。」

O

1

・座席の工夫や
,小 グループでの活動など,異学年

の代表委員同士のふれあいにょり,活発な話合いができた
。

・代表委員会の活動を掲示するなどの工夫に

より,代 表委員と,全 校児童双方の願いや
意見が明らかにできた。
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「みん なの 願 いや

意見 も聞 こ う。」「
み ん な に も

知 らせ て あ げ よ う!。 」
「み ん なが知 っ て

くれ て うれ しい な。」
「4年 生 の 意 見 も

聞 い て みた い な。」

「こ こで な ら

自分の 考 え もい え るな。」Oo

「わた しも意 見 を

言 っ てみ よ うか な。」
「意 見 を言 えそ うだ な。」

o

Q'諜 妄蹴 騰 糠 薯 ・で・

・「思 い き りや って み た いこ と」 を取 り上 げ,

様 々 な活 動 を取 り上 げ た こ とで,
「こん な こ ともで き る。」

と楽 しさの 体験 が 広 が り,意 欲 的 な活 動 が

で きた。
・振 り返 りの活 動 を続 け る こ とで,一 人一 人

の思 い を聞 き ・話 し合 え る活動 が で きた 。

この 活 動 を通 し,あ た たか い 人間 関係 が 育

って いる。

「こん な こ ともで き た!」

oO

「た の しか った!」

「ま た一 緒 に

や っ てみ よ うよ!」

t・.'・sVx90馨

「代 表 委員 って

どん な こ とを

してい るの か な あ。」

「今 度 は な にをす るん だ ろ う
。」

「や て みた い!!」

「楽 しみ だ な あ。」

Q

。

。

日
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会
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分

科

会
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